
北九州工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 科学技術英語演習Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0087 科目区分 専門 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 山内 幸治,横山 郁子,渡辺 眞一,久保川 晴美,中村 嘉雄
到達目標
1. 自然科学、工学等に関する自らの知識や経験を駆使して、英語で発表する際に必要な情報を収集することができる。
2. ポスター発表や口頭発表における英文を、文法的理解や専門語の適切な用法、表現を踏まえた上で作成できる。
3. ポスターやパソコンのスライド形式で、特別研究の成果をわかり易くまとめることができる。
4. 毎分100語以上の速度ではっきりした発音で話された内容から必要な情報を聴き取ることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
自然科学、工学等に関する自らの
知識や経験を駆使して、英語で発
表する際に必要な情報を収集する
ことができる。

英語で発表する際に必要な情報を
収集することができる。

英語で発表する際に必要な情報を
収集することができない。

評価項目2
ポスター発表や口頭発表における
英文を、文法的理解や専門語の適
切な用法、表現を踏まえた上で作
成できる。

ポスター発表や口頭発表における
英文を作成できる。

ポスター発表や口頭発表における
英文を作成できない。

評価項目3
ポスターやパソコンのスライド形
式で、特別研究の成果をわかり易
くまとめることができる。

ポスターやパソコンのスライド形
式で、特別研究の成果をまとめる
ことができる。

ポスターやパソコンのスライド形
式で、特別研究の成果をまとめる
ことができない。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SC④  実験や実習について、方法・結果・考察を的確にまとめ、報告できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SE③  専攻分野の技術英文を含め、英文を読解し、日本語での内容説明ができる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SE④ 調査・研究の目的と内容を理解した上で、その概要を英語で記述できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SE⑤ 英語による基本的な会話ができる。
教育方法等
概要 英語の表現、文法事項などの運用とともに科学技術分野の技術者、研究者として必要な英語能力を学ぶ。

授業の進め方・方法 英語担当教員による英語の講義のほか、専門学科教員、特別研究担当教員による指導の下、学生は特別研究の成果を英
訳し、国際会議同様の口頭、ポスター発表の実践を通じて英語能力を育成する。

注意点 科学技術英語の表現や語彙、ポスターや口頭による英語プレゼンテーションについてこれまでに学んだことを確認し、
それらを活用してよりわかり易いプレゼンテーションや英文となるよう自ら推敲を重ねること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス
2週 英語科教員による講義

3週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

4週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

5週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

6週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

7週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

8週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

4thQ

9週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

10週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

11週 特別研究成果の英語プレゼンテーションのためのポス
ター・スライド作成と発表準備

ポスター発表や口頭発表における英文を、文法的理解
や専門語の適切な用法、表現を踏まえた上で作成でき
る。

12週 特別研究成果の英語プレゼンテーションのためのポス
ター・スライド作成と発表準備

ポスター発表や口頭発表における英文を、文法的理解
や専門語の適切な用法、表現を踏まえた上で作成でき
る。

13週 特別研究成果の英語プレゼンテーションのためのポス
ター・スライド作成と発表準備

ポスター発表や口頭発表における英文を、文法的理解
や専門語の適切な用法、表現を踏まえた上で作成でき
る。

14週 特別研究成果の英語プレゼンテーションのためのポス
ター・スライド作成と発表準備

ポスターやパソコンのスライド形式で、特別研究の成
果をわかり易くまとめることができる。

15週 特別研究成果の英語プレゼンテーションのためのポス
ター・スライド作成と発表準備

ポスターやパソコンのスライド形式で、特別研究の成
果をわかり易くまとめることができる。

16週 発表会
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



基礎的能力 人文・社会
科学 英語

英語運用能
力の基礎固
め

日常生活や身近な話題に関して、毎分100語程度の速度ではっき
りとした発音で話された内容から必要な情報を聞きとることがで
きる。

3

日常生活や身近な話題に関して、自分の意見や感想を基本的な表
現を用いて英語で話すことができる。 3

説明や物語などの文章を毎分100語程度の速度で聞き手に伝わる
ように音読ができる。 3

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し必要な情報
を読み取ることができる。 3

日常生活や身近な話題に関して、自分の意見や感想を整理し、
100語程度のまとまりのある文章を英語で書くことができる。 4

母国以外の言語や文化を理解しようとする姿勢をもち、実際の場
面で積極的にコミュニケーションを図ることができる。 4

評価割合
発表 レポート 活動評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 30 20 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 30 20 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


